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根茎は太く，根際から長さ 15 〜 50cm，幅約 5cm の葉を数枚出し，葉は厚く，艶
つや
があります。春から初夏







には直径 5mm ほどの花が密生し，各花の基部に広卵形で長さ 2 〜 3mm の薄い膜のような苞
がついています。花の構造は，花被片 6 枚，雄しべ 6 個で花糸はほとんど花被片に合着し葯は卵形です。子




　根茎をマンネンセイコン（万年青根），葉をマンネンセイヨウ（万年青葉）といい，強心配糖体の rhodexin A, 
B, C, D, スピロスタン系サポニンの rhodeasaponin など（4 種 : CAS No. 20815-01-04, 20815-00-3, 20814-99-
7, 20814-98-6）を含み，これらはジギトキシン類似の強心作用を示します。強心配糖体は心筋細胞膜にある
Na+, K+-ATP アーゼ（Na ポンプ）に結合してその作用を阻害し，Na+ と K+ の能動輸送を阻害します。その結果，




オモト Rohdea japonica (Thunb.) Roth




写真 1　オモト（花） 写真 2　オモト（果実）
野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
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図 1　成分の構造式




　 近 い 仲 間 に キ チ ジ ョ ソ ウ（ 吉 祥 草 ）Reineckea 
carnea があります。キチジョウソウは，一属一種の
常緑多年草で関東以西の日本，中国に分布していま
す。根茎がよく発達して地表を長くはい，伸びた先
から細長い葉を叢
そうせい
生し，秋，花茎が直立し穂状花序
をつけます。花茎の上部の細い茎には雄花，下部の
太い花茎には両性花をつけることが多く，雄花の脱
落後，やや短くなった花茎に紅紫色の球形の液果を
つけ，果実は翌年になっても残っています。キチジョ
ソウの名は，花が咲くと，その家に吉事がある（そ
の家に吉事があると花をつける）という言い伝えに
よるそうです。
写真 5　生薬 マンネンセイコン（万年青根）（左）
マンネンセイヨウ（万年青葉）（右）
写真 4　キチジョウソウ（花）写真 3　オモト（全草）
